
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　7000220005EE/20090403

( 科目コード：7000220005EE)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】英語 A

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科／電気工学科・5 年次
【担当教員】

八鳥 吉明

【授業目標・教育方針】
「英語長文読解講座」である。つまり、１年次から４年次に習得した英語力をもとに、英語長文の読解力を養成するこ
とを目的とする。具体的には、英語長文総合問題を解きながら、標準的な語彙や熟語の習得、英文法や英語構文の知
識の（再）確認、英文全体の論理構造を理解する力の養成を目指す。

【授業概要】
１．語彙・熟語・・・英語力強化には語彙力・熟語力の増強は必須であるとの認識から、語彙・熟語の習得を促進す
る。
２．英文法・・・・英文読解を行いながら重要な文法事項を反復して学習することで、英文法の基礎事項を再確認す
る。
３．英語構文・・・個々の英文の構造（構文）を意識した英文解釈法の解説と実践を行う。
４．論理構造・・・英文全体の論理構成・論理展開を把握しながら読む訓練を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
「現代を読む　最新入試頻出テーマによる英語長文２０選　Standard」桐原書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：座学
使用機器：ＣＤプレーヤー

【メッセージ】
　英語の習得には、「英語は大切だと思う」とか「上手くなりたい」といった気持ちや希望が大切ですが、残念なが
ら、思いや気持ち、そして希望だけで英語が身に付くことはありません。英語習得には根気や粘り強さ、つまり並々
ならぬ努力が必要です。
　予習・復習にしっかり時間をかけてください。その際、辞書を徹底的に活用することを面倒がらないようにしてく
ださい。
　さらに、TOEIC や英検を利用して自分の実力を確認する機会を持つことも英語学習上有効でしょう。
　そして、普段から英語に接する時間を自分から積極的につくるようにしてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：17.5%，期末試験：17.5%，レポート：15%
［後期］中間試験：17.5%，期末試験：17.5%，レポート：15%

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力
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【授業計画】（授業名：英語 A）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 イントロダクション 授業の全般的ガイダンス：
授業の目的と方向性、授業の展開の仕方、授業に対す
る学習法、課題の内容、成績評価の方法

第 2 回～第 4 回 Unit 1
Unit 2

Unit 1： 自然保護
Unit 2： メディア

課題

第 5 回～第 7 回 Unit 3
Unit 4

Unit 3： 睡眠
Unit 4： アメリカ社会

課題

第 8 回 前期中間試験 既習の学習事項の確認
第 9 回～第 11 回 Unit 5

Unit 6
Unit 5： 南北問題
Unit 6： 人体

課題

第 12 回～第 14 回 Unit 7
Unit 8

Unit 7： エッセイ
Unit 8： 言語

課題

第 15 回～第 17 回 Unit 9
Unit 10

Unit 9： 喫煙
Unit 10： コミュニケーション

課題

第 18 回～第 20 回 Unit 11
Unit 12

Unit 11： 資源
Unit 12： 動物

課題

第 21 回～第 22 回 Unit 13
Unit 14

Unit 13： 由来・歴史
Unit 14： 生き方

課題

第 23 回 後期中間試験 既習の学習事項の確認
第 24 回 Unit 14 Unit 14： 生き方 課題
第 25 回～第 27 回 Unit 15

Unit 16
Unit 15： 教育
Unit 16： 哲学

課題

第 28 回～第 30 回 Unit 17
Unit 18

Unit 17： Self-Help
Unit 18： 情報

課題
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